
　学生時代，先輩の卒業式にて，ある先輩が「これから一生続く，作
業療法の勉強が始まります」と挨拶されたのを聞いた．その後，数年
して，その先輩が作業療法とは何かと訊かれ，「一生勉強して死ぬ前
に，作業療法ってこういうものだったと思うのだろう．それまでずっ
と勉強です」と．多少大げさにも聞こえたが，OT として，常に精進
せねばならないことに変わりはない．
　今回のテーマは，卒前，卒後をつなぐ教育である．このテーマを考
えるとき，「連続性」，「シームレス」等といった言葉がよく用いられ
るが，何を意味するのか不明瞭である．養成校では，国家資格取得と
その後の各種施設への就職，臨床活動への従事を想定し，教育する．
現場では，卒後の研修であるが，それは新人 OT や一人の OT の「今」
からこの先の将来に向けた臨床や研究等のために，教育・指導してい
く．中には，将来のキャリアデザイン（たとえば，回復期病院での経
験を経て，地域での作業療法に従事したい等）をもった OT には，そ
の準備につながる経験ができるように教育指導する場合もあるかも
しれない．OT が成長するためにはさまざまな教育を受けることと，
あらゆる経験を豊富に積み上げること等，さまざまなことが必要だ
と思う．教育する者，受ける者，ともに次に，未来につながる「教育」
を意識する必要がある．
　今回は，さまざまな背景の方々にご協力をいただき，おのおのが考
える“つながる教育”について自由に執筆いただいた．
　多様化する現代社会において，「つながる」ことをぜひ感じていた
だきたい．
 （西出　康晴）
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卒前，卒後の教育をつなぐ

特集にあたって
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